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 前報 に於 て墓 肝catheptare作 用の諸種halogen化 合物 の試験管内添加 に依 る抑制作用 に就
き述べ たが,更 に之等化合物 の二,三 を纂 生罷 内に注射 した場 含の肝catheptase作 用に判す
る影響 を観 た.
 1)Monochlor酷 酸皮 下注射(毎 艦 重 工k9,40mg,7回)に 依 り艶 死 した募 肝eatheptaseの
gela亡in, peptone及 びbenzoア1diglyeine分 解能 は著明に抑 制 され,殊 にgelatin, benzoyl(li-
glycin♪ 水解 に於 て著 明であ る. KCN叉cy.s亡c'i leに 依 る再賦 活はpeptoaeに 著 明で,
gela'inに 弱 く,benzoyldigl>・clneに 於 ては殆 ど認め られな い. Ereptase作 用に依 るlreptone
分解 はやや抑 制 され,dig;ycine分 解 は著明 に抑 制 され る.な ほその肝細織標 本には著明 な細
胞 内血管周邊…脂 肪化が認 め られた.
 2)Monoiod酪 酸皮下注射(毎 罷重1kg, O.4m9,4mg,40m9夫 々1回)20時 間後屠殺 した
ものの肝cathel tase作 用 も亦著明 に抑 制 され, KC耳 或ひはcysteineに 依 る再賦活 もpel;-
tone分 解 に著 明でgelat}11分 解 に弱 く,benzoyldiglyci:e分 解 の再賦 活は殆 ど認 められな
い誘 なほereptase作 用 は401ng注 射の際抑 制 され る.
 3)Di'・)dotyrosineは,低 濃 度注射(毎 艦重1kg,2m9,201119,7回)後の肝ca〔heptaseに
於 ては試験 管内添 加 と異 な り,gehfiこ1及 ひpeP亡one分 解 を促進 する・8enzOYIdiglycinρ 分
解 には抑制的 に作用す る様 に思 われ る.大 量注射(毎 鎧重lkg,10Gmg,7回)はgelatin,
1)eptone, benzoyldig]ycine分 解 を抑制 し, gclatin及 びpel)tone分 辮 は再賦 活され るが,
benzoyldigl}・cine分 解 の再賦活は認 め られない. Ereptase作 用に依 る1)eptone分 解 はやや抑
制 され,diglycine分 解 は著明 に抑制 され る.
                                      ミ
 次 に,萱 醒期 及び冬眠期 に於 け る基 の代 謝 を窺知す る爲,墓 諸臓器 に於 け る爾期 のCather-
taSe作 用(gelatin, peptoDc水 解能)と 共の賦活歌態に就 いて齪察 したが,畳 醒期 叉冬 眠期 と}
も,腎,肝,腸,肺,胃,心 筋,骨 胎筋0)順 に弱 く現 れた.そ のKCN叉 はCysteineに 依 る
賦 活性 の張 さ も,同 じ順に ある.賦 活剤 を加 えぬ場合 も賦活 した場 合 も,冬 眠の方 が畳醒期 よ
bもcathepta£e作 用が粥 い ことを認めた.
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